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第 1回の講習会は， 1919年 6月8日から 1週間の 日
程で開講され，定員20名，会費は 5円であった．第 2


















図 2 東京医学電気株式会社の第 1回「レントゲン講習会」の内容
（原文は縦書き ）
点である．1920年 1月以降，毎月第 2月曜 日から 1週
間の会期で行なったが14)，内容は第 1回とほとんど変わ
らない． 1921年以後の開催は不明．






第 1匝の講習会を， 1921年 6月 1日から 8日まで，
同社本店電気部で開講した． 1923年の関東大震災の年
を除いて，1939年10月の第18回で終講するまで例年開







易にする（略）」ためであったという ．図 3は，第 1回
講習会の内容と講師を示したものである．
ちなみに受講生の数は．第 1同： 22名，第 2回 ：80














（］）工／クス線管球及エックス線ノ本牲二就テ 理根士 森 総之助
(2)エソクス線宮真並ピニソノ技術二就テ：トクトル ・メン メーネ 油野多門治
(3)エソクス線診匪」：）文治療上ノ技術牝ヒニ適應症二就テ ：同 油野多門冶











































1923年 4月， 日本レントゲン学会（現在の 日本医学
















































































































































































放射線技術教育の階層的複線型構造の史的考察 II 83 
れた． ここで養成 された技術者は元の衛戌病院に帰属
してい ったが，す ぐに民間の病院に引っ張られていっ
た」 （ ） は引用 者註）
と報告している 30)• 
表 1は，大正期に 「軍」 関係施設でX線技術 教育を
受け た者の数と ， その指導 者名である ． これは調査 に
よ って浮かび上がった者の数で， 実際はもう少し多か






豊橋 ．5'束京 '3,熊本 3,広島， 小倉，弘前，仙台 ．各 2









軍 陣 外 科 学 の 重 要 な 一 部 門 を 担 う 意 味 で ，







































































































































（チ）集固胸部 「レン トゲン検査 （其二）（緒言、検査方法、検査成績、結論）
（リ） 同 （其三）一徴兵桧壺二於ケル應用ー（緒言、検査方法、桧査成績、考按、結論）
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